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山梨県メディカル・デバイス・コリドー　
　　　推進センターの取り組み

資料5



AI／IoTといった新技術に関わる新規参入企
業やスタートアップ企業との融合・連携
医療の枠を超えた分野(予防・介護等)の拡大
健康・医療戦略推進法に基づく第２期戦略
Society5.0の実現

中部横断自動車道やリニア中央新幹線の開通
東京圏へのアクセス性、わが国東西拠点の要
健康長寿日本一
静岡ファルマバレープロジェクトとの連携

産業基盤・国の施策

メディカル・デバイス・コリドー

医師会、民間病院協会、官公立
病院等協議会との連携
介護等福祉施設との連携

医療･介護、
福祉教育・研究

オープンイノベーションによる
共同研究の活発化
真に価値ある医療ニーズを
踏まえた医療機器開発
医療機器に関する人材の輩出
（質的・量的向上）

産業
大手医療機器メーカーの集積
高度な技術を有する企業の
医療機器関連産業への展開

県内ポテンシャル

メディカル・デバイス・コリドー推進計画
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甲府盆地から静岡県東部の医療産業集積地「ファルマバレー」を結ぶ一帯への医
療機器関連産業の集積を図るため、電子機器産業の医療機器分野への進出を支援



メディカル・デバイス・コリドー推進計画の概要
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本県機械電子産業の技術力等を活用し、医療機器関連産業を本県の基幹産業
とするため、県内企業の支援等を図る（計画期間：令和2年度～令和4年度）

趣　旨

メディカル・デバイス・コリドー推進センター

計画の柱

1 支援体制の確立 2 企業支援策の充実・強化

3 連携の促進 4 人材の確保・育成、情報発信

令和元年12月17日に静岡県と「医療
健康産業政策における相互の連携」に
関して協定を締結
世界トップクラスの健康長寿地域である
両県の医療分野の質の向上と地域経
済の活性化を図る



メディカル・デバイス・コリドー推進センターの設置
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医療機器の専門総合支援窓口「メディカル・デバイス・コリドー推進センター」を
やまなし産業支援機構内に新設【業務委託先：日本コンベンションサービス（株）】

医療機器の専門人材である「コーディネーター」による伴走支援を実施

メディカル デバイス コリドー
推進センター

やまなし産業支援機構

スーパーバイザー

コーディネーター

妙中　義之　先生
国立循環器病研究センター名誉所員

常勤　3名 県外　１名

医療機器専門人材であるコーディネーターがやまなし産業
支援機構と一体となって「医療機器開発」「部材供給」を
伴走支援

医療機関・製販企業のニーズ収集・分析・ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
県内企業との共同研究・部材供給マッチング
臨床試験などのコーディネート
開発・販路開拓補助金獲得など資金面の支援
法規制、知財権、PMDA、CEマーク等の審査相談
展示会出展など販路開拓支援　
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メディカル・デバイス・コリドー推進
センターの活動実績



MDCC活動実績
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項目 令和2年度 令和3年度(２月末） 令和3年度構成比

部材供給 123件 235件 38.9%

製品開発・評価 85件 135件 22.4%

販路開拓・拡大 47件 87件 14.4%

知的財産権 16件 43件 7.1%

資金調達 12件 35件 5.8%

人材確保・育成 26件 29件 4.8%

業登録・許可取得 32件 16件 2.6%

技術支援 15件 10件 1.7%

その他 10件 14件 2.3%

合計 366件 604件 100%

相 談 件 数



MDCC活動実績
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医療機器開発支援
・山梨大学病院を中心に県内医療機関のニーズや県外製販メーカーの開発ニーズの収集
 を行い県内企業に展開

・県内企業の開発案件を大学病院等との共同研究をマッチング

・市場調査から業許可取得、資金調達まで出口を見据えた一貫支援を実施

支援件数　１３５件 
R３年度（2月末）支援内容

＜内訳＞
　ニーズ収集　６５件（山梨大学　22件　県内病院・企業　24件　県外病院・企業 19件）
　製品開発 　６４件
　検証・評価      ６件（検証先は、山梨大学　4件、その他2件）



芙蓉実業株式会社
資本金：4,500万円　従業員数　30人
事業内容：各種生産自動化システム
　　　　　ロボットシステム 設計･施工･販売

病院内自律走行型サービスロボット開発支援事例

支 援 内 容

・工場の自動化生産ライン自動化・ロボット技術を活かし医療分野へ参入
・医療従事者の負担軽減を目的。第１弾として薬剤自動搬送に取り組む。
・現在、山梨大学付属病院にて実証実験中

・開発資金調達を支援。＝＞事業再構築補助金獲得
・山梨大学との共同研究をコーディネート

・試作機製作にあたりデザイン開発、部材調達等を支援＝＞連携企業マッチング
・医療現場からの省力化ニーズ収集をコーディネート

・抑えるべき知的財権について「INPIT知財総合支援窓口」と連携支援



病院内自律走行型サービスロボット開発支援事例

試作機の概要・特徴
日刊工業新聞掲載 R4.2.15

・サイズ Ｗ65cm×D69cm×H141cm

・スマホ等で指示すると所定の場所まで自律走行
・最速 約5kmで走行　最大30kgまで搬送可能

・超音波やレーザーセンサーにより障害物や歩行者を
　避けて走行。急な飛び出しにも対応。
・薬剤保管庫は、医師の持つQRコードで開錠。
　運搬中の医薬品紛失を防ぐ。
実証実験の内容

・安全性、業務負担の軽減度、使い勝手含めてヒアリング
・深夜時間帯の薬剤運搬

・改善・改良につなげるとともに、新たな開発テーマを探る



株式会社エスワイ精機
資本金：4,000万円　従業員数　30人
事業内容：ダイカスト部品製造
営業品目：自動車部品、カメラ部品、金型部品etc

Ｅｙｅラブ（点眼補助具）開発支援事例

・アルミダイカスト業界は安価な中国メーカーの台頭、自動車のＥＶ化　　　
　により先行き厳しい状況に

・精密部品製造技術（金型技術）を活かして「医療分野」参入を目指す

支 援 内 容

・山梨大学医学部ニーズ「高齢者やADL低下者でも使いやすい点眼補助具」
　にて大学との共同研究を支援（ H27年度医工連携医療機器開発支援事業）

・H28年度県産業振興費補助金により開発資金支援（500万円）

・知財総合支援窓口（支援機構設置）にて特許出願支援

・MDCC専門家面談、展示会出展等により販路開拓支援

・R３年９月販売開始





MDCC活動実績
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企業間マッチング支援
・ＯＤＭ、ＯＥＭ、部材供給に絡む企業間マッチングを実施
・県外中心に発注開拓　県外コーディネーター発掘案件、静岡からの照会案件が主

R３年度（2月末）支援内容

・県内製販メーカーとのマッチング会開催

相談件数　　　 ２３５件　

商談成立件数　 １４件   ※交渉または見積もり中２０件以上
マッチング件数　１６２件　

発注案件内訳　県外１３０件（静岡案件 102件、県外CD案件22件、その他6件）

商談成立の傾向

・半導体製造装置関連分野で培った精密加工や特殊加工技術を活かして医療分野へ
・ロボット・省力化装置分野等で培った自動化技術を活かして医療分野へ



株式会社加藤電器製作所

資本金：8,800万円（グループ統合5億1000万円）
従業員数　1,170人（グループ全体）
事業内容：半導体・電子部品、医療機器受託製造

マッチング支援事例

・医療機器メーカーから廃液用ディスポ製品製造を新規受注

・決めては、半導体製造分野で培った自動化技術と品質管理体制

支 援 内 容
・クリーンルーム設備と高品質・高効率（自動化）生産が可能な半導体
　製造技術を活かし、医療分野拡大を求め量産品受注を探索

・令和３年１２月に量産開始（月産3万個）

・医療機器メーカーは、廃液用ディスポ製品の生産拡大に伴い、国内協
　力工場を探索
・条件は、➀クリーンルーム保有と品質管理体制②低コスト・高効率な
　生産体制が整っていること

・MDCCコーディネータが両者をマッチングし成立

・自動化設備設計・製作し
　量産開始へ



マッチング支援事例
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日刊工業新聞掲載　R4.1.13
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やまなし産業支援機構
よろず支援拠点

INPIT知財総合支援窓口

プロフェッショナル人材戦略拠点

事業承継・引継支援センター

中小企業再生支援協議会

ご清聴ありがとうございました。

経営改善支援センター

メディカル・デバイス・コリドー推進センター
電話：055-220-2091

E-mail：mdcc@yiso.or.jp


